












と UBC の Asian Studies department and Centre for 
Japanese Research, and the AKS Lab Korean Studies に
よる共催シンポジウムが行われた。神奈川大学と UBC












































　さて、シンポジウムは 7 月 23 日、UBC のキャンパ
ス（図１）の一郭にあるアジアセンター・C.K.Choi 


























































　7 月 22 日～ 26 日の 3 泊 5 日という極めて強行軍の
日程であったが、中身の濃い 2 日間のシンポジウムで














































































































































































































































1　日本常民文化研究所は、渋沢敬三により 1921 年に “ アチック・


























































　2016 年７月 23-24 日にバンクーバーのブリティッ
シュコロンビア大学で行われた、同大学と神奈川大学と
のシンポジウム「非文字資料と日本学・アジア学研究の
新しい可能性に向けて」（“Non-written Materials for 
New Possibilities of Japanese/Asian studies”）では、
個 人 的 に は James Welker 氏 の “Writing Japanese 
Gender History Via Shōjo Manga”（邦題「少女マン
ガに描かれた日本のジェンダー史」）が、興味深かった。
Welker 氏の発表は、高畠華宵の抒情画、手塚治虫「リ
ボンの騎士」の登場、萩尾望都や竹宮惠子たち「昭和
24 年組」の少女マンガ家の台頭など、「少女もの」の流
れを押さえ、性愛（特に男性同性愛）の世界にも踏み込
み、少女マンガから日本のジェンター史を考察したもの
であった。マンガやアニメなどのサブカルチャーは、日
本史学・民俗学では正面から取り扱われることが少ない
分野だが、資料から個別具体的な研究が可能であり、社
会学では扱われることが多い分野である。
　筆者（富澤）の院生時代の 1990 年代、文化人類学や
社会学の分野で、日本のマンガ・アニメを真正面から研
究対象とする欧米研究者がフィールドワークを開始し
ていた。欧米から日本に来た女性のジェンダー史研究者
に「日本にはなぜ、少女マンガ / 少年マンガと、厳然た
る差があるのか」と問われ、「日本のように、女性マン
ガ家が存在すること自体、世界的に見ると珍しい」と逆
に教えられた。現在ではアジア・欧米の社会学・文化人
類学の研究者が日本へ留学し、マンガ・アニメ・ゲーム
などの、いわゆる「クールジャパン」の文化研究を行う
ことは、珍しくない。
１、戦後日本のマンガとアニメ　
　戦後、日本の漫画文化は「子供マンガ」を中心に驚異
的に発展し、日本独自の出版文化を形成する。戦前期か
ら日本最大の出版社であった講談社は、子供向け雑誌の
読み物として物語マンガを育て、戦前には「のらくろ」
などの人気作品を生む。講談社は戦後も子供向け読み物
としてのマンガに力を入れ、1959 年には週刊マンガ雑
誌『週刊少年マガジン』を創刊する。
　戦後子供マンガの中心にいたのは、いうまでもなく手
塚治虫（1928-89）であった。1965 年に『週刊少年マ
ガジン』編集部は、人気絶頂の手塚とトラブルを起こし、
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力・成長・勝利と敗北・ライバルとの闘いや共闘」を描
く「スポーツ根性もの」（スポ根もの）が、梶原一騎作
品を中心に雑誌マンガの人気ジャンルとなり、次々にテ
レビアニメ化される。格闘技を描いたスポ根作品では、
迫力を出すため雑誌以上の殴打や流血、ついには死に至
る暴力表現すら見られた。激しい暴力描写はディズニー
は決して使わない、日本のアニメ独自のものである。
③魔女っ子もの
　アメリカのテレビドラマ「奥様は魔女」（1964-72）
の影響を受けた「魔法使いサリー」（1966-68）以後、
魔法や超能力・サイボーグ化などで、超人的能力を持っ
た少女が活躍するジャンルである。1980 年代に、異星
人の美少女を主人公としたラブコメ（＝ロマンティック
コメディー）作品「うる星やつら」がテレビアニメ化さ
れる（1981-86）。同作は、ハイティーン向けの作品で、
作画技術や演出で高い完成度となり、「美少女もの」と
しても画期的作品となった。
　「美少女戦士セーラームーン」（1992-97）は「戦闘美
少女」のジャンルを確立した。アメリカでは「ワンダー
ウーマン」に代表される、「筋骨隆々の、自立した大人
の女性」が活躍する作品がある。一方、日本の魔女っ子
ものでは、主人公は視聴者の年齢に合わせ十代前半の少
女であり、儚げでありつつ性的魅了を持つ存在である。
３、オタクからクリエイターへ
　緻密なメカニック設定で濃密なドラマを描いた SF 作
品、「宇宙戦艦ヤマト」の劇場用映画（1977）が画期と
なり、「子供が見るもの」であったアニメは、10 代後半
以降の若者へとファン層を拡大した。日本で「アニメー
ション（アニメ）」の語が定着したのも「ヤマト」以降
である。続編の「さらば宇宙戦艦ヤマト　愛の戦士たち」
（1978）は２時間半ものオリジナル劇場用映画となり、
敵宇宙人との熾烈な戦闘のなかで登場人物が次々と戦
死し、クライマックスでは圧倒的な敵の力の前、万策尽
きた主人公が満身創痍のヤマトで特攻する。この衝撃的
な内容に賛否両論が出たが、興行的には空前の大成功を
収め、濃密なドラマは「人間にとって、愛こそが最も大
切である」との、安直だが明解なテーマを貫いた。
　基本的に「子供が見るもの」であった、マンガやアニ
メ・特撮作品に耽溺する若者が増えるなか、彼らを「お
たく」（のちに社会的に認知され、カタカナ表記となる）
と命名し、揶揄したのはコラムニストの中森明夫
実な方針は理解できる。しかしながら、あまりにも冗長
な物語では作品のメッセージ性が希薄となってしまう。
現代視覚文化のトップランナーである映画は、濃密な
メッセージを込めた２時間前後の物語を、映像と音楽で
見せる芸術であり、繰り返し見ることができる。しかし
数十巻のマンガ作品は、繰り返し読むことは容易ではな
い。テレビアニメでも雑誌の人気マンガを長期間放映す
るが、大概の場合、雑誌連載分を消化してしまい、未完
となることが多い。「傑作」と称されるテレビアニメ作
品は、オリジナルストーリーで、半年（全 26 話）程度の、
短くまとまり視聴しやすい作品である。また、オリジナ
ルの物語を作ることは難しく、世界各地の有名な童話・
神話や伝説、児童文学などに基づく「名作もの」が、劇
場映画やテレビアニメとなり、好評を博すことも多い。
　前述の通り、日本では雑誌の人気マンガがテレビアニ
メ化される状況がある。このなかで日本のアニメは、ディ
ズニーが描かない独自の世界を開拓し、対象年齢も上
がっていった。主要なジャンルをいくつかを挙げてみた
い。
①ロボットもの
　日本のテレビアニメ第 1 号「鉄腕アトム」は、心を
持つ人型ロボットが主人公で、今も国民的人気の「ドラ
えもん」もこの路線上にある。アトムにやや遅れ、リモ
コン操縦の巨大ロボットが活躍する「鉄人 28 号」も放
映される。1970 年代には搭乗型の「マジンガー Z」が
登場、少年少女がロボットに乗り活躍する作品が、日本
独自のジャンルとして定着する。上記４作品は雑誌マン
ガを原作としたが、ロボットアニメはオリジナルの物語
が多く、「機動戦士ガンダム」（1979）、「新世紀エヴァ
ンゲリオン」（1995）など、定期的に傑作が生まれ、日
本が誇るジャンルとなった。ロボットアニメの影響で、
日本は突出してロボット研究が盛んだといわれる。
②スポ根もの
　『週刊少年マガジン』の人気作品「巨人の星」のテレ
ビアニメは 1968 年に始まるが、制作は難航した。野球
の俊敏な動きをアニメ化することは、当時の技術では極
めて困難だった。しかし、力量のあるアニメーターの努
力とトレスマシンの導入などの技術的進歩でアニメ版
「巨人の星」は大成功し、繰り返し再放送されて昭和期
を代表する国民的人気作となる。以後、野球・バレーボー
ル・ボクシングなどのスポーツ競技を通し、主人公の「努
27
などの、明らかにどぎつい表現方法を使用する。アニメ
やマンガ・ゲームなどのサブカルチャーの位置付けは、
2020 年開催予定の東京オリンピックで日本への注目が
集まるなか、日本発のコンテンツとして重要視されてい
る。アニメも「非文字資料」であり、専門学会が立ち上
がり、研究が行われている。アニメでは日本独自の常民
的思想・生命観が反映されていることも多い。例えば、
宮崎アニメの「もののけ姫」や近年の「妖怪ウォッチ」
などの妖怪的世界をテーマにした作品は、学術的な考察
が可能であろう。アニメやマンガなどのサブカルチャー
は、非文字資料研究センターとしても無視できない研究
対象だと考える。
1　 中森明夫「僕が『おたく』の名付け親になった事情」『おたくの本
別冊宝島 104』（宝島社、1989）。他に東浩紀『動物化するポスト
モダン　オタクから見た日本社会』（講談社、2008）が詳しい。
2　 守如子『女はポルノを読む―女性の性欲とフェミニズム』（青弓社、
2010）
（1959-）である 1。1989 年７月に「東京・埼玉連続幼
女誘拐殺人事件」が発覚すると、犯人の外見・生活態度
がオタク的なものであったことで、オタク男性やマンガ
やアニメ、そのものへバッシングが起こる。なお、オタ
クは男性に限ったことでなく、女性にも見られた。『週
刊少年ジャンプ』の人気作品「キャプテン翼」（1981-88）
のサッカー少年たちを題材とした同性愛的な「やおい」
（話が「ヤマなし、オチなし、意味なし」の意）の二次
創作は、女性同人誌作家によりコミックマーケットや同
人誌即売イベントなどで、女性読者を獲得した。現在は、
美青年の同性愛を娯楽的に扱う BL（ボーイズラブ）の
分野が小説・マンガなどで成立し、フェミニズムの視点
から学術的考察が行われている 2。
　一方、1980 年代の日本アニメ界では、宮崎駿（1941-）
が「風の谷のナウシカ」（1984）で一躍名を馳せた。「ナ
ウシカ」を観た手塚治虫は、完成度の高さとメッセージ
性に愕然とし、「ナウシカ」に関し何も語らなかった、
とのエピソードは有名である。宮崎はアニメ業界内では
質の高い作品を作る実力者として知られており、「ナウ
シカ」以降、作家性と娯楽性を両立させ、かつアニメの
原点である「動き」にこだわった映像で、傑作を連発す
る。また、多くの宮崎作品では西欧的世界が舞台であっ
たが、「となりのトトロ」（1988）以降は日本を描いて
成功し、国民的なアニメ監督となって現在に至る。宮崎
は「アニメは子供のもの」と考え、オタクには批判的で
あった。また、宮崎と同年代で「機動戦士ガンダム」シ
リーズなどロボットアニメの鬼才である富野由悠季も、
宮崎以上にオタクには辛辣である。
　1990 年代中期になると「新世紀エヴァンゲリオン」
（1995-96）が登場し、魅力的なキャラクター、搭乗型
ロボットのエヴァンゲリオンをはじめとする緻密なメ
カニック描写での圧倒的ビジュアル、数々の凝った楽曲、
そして謎を秘めたストーリー展開で、大ヒットした。監
督の庵野秀明（1960-）は、アニメ・マンガ・特撮など、
昭和期の視覚文化を享受した、自他ともに認めるオタク
であったが、自身の豊富なオタク的知識を、作品内でセ
ンス良く表現して秀作を世に送り出し、一流の「クリエ
イター」となったのである。
おわりに
　日本のアニメは物語のなかで、登場人物たちのかけが
えのない一回限りの人生を描き、リアリティーを増し、
メッセージ性を高めるため、ときには「性」「暴力」「死」
